
古
河
藩
、
藩
祖
「土
井
利
勝
」

古
河
藩
、
藩
祖
土
井
利
勝
は

消
防
施
設
の
再
配
置
計
画
と
の
整
合
を

三
河
の
国
、
岡
崎
城
下
下
土
井

互
い
に
支
え
合
う
古
河
を
つ
く
る

図
り
、
早
期
の
事
業
化
を
進
め
ま
す
。

村(

現
、
愛
知
県
岡
崎
市
土
井

・
子
育
て
支
援
の
拡
充

・
住
吉
分
署(

消
防)

の
建
替

町)

出
身
。
利
勝
は
天
正
十
五
年

1

1

・
健
康
寿
命
の
延
伸

・
駅
西
地
区
の
消
防
施
設
の
新
設

十
二
月
養
父
、
利
昌
よ
り
家
督

2

2

・
地
域
共
生
社
会
の
実
現

密
集
市
街
地
の
消
防
力
強
化

を
相
続
し
て
い
る
。

3

慶
長
五
年
の
関
ヶ
原
の
戦
い

で
は
徳
川
秀
忠
軍
に
属
し
御
使

向
け
た
取
り
組
み
方
針
の
説
明
が
最

番
役
千
五
百
石
程
で
ま
だ
一
介
の
小
身
に

初
に
行
わ
れ
た
。

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
生
涯
学
習

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー

過
ぎ
な
か
っ
た
が
家
康
は
慶
長
七
年
七
月

1

1

・
市
政
宣
言

の
推
進

ビ
ス
の
向
上
。

先
の
関
ヶ
原
の
戦
い
後
の
論
功
に
よ
り
、

1

ま
ち
に
活
力
・
・
成
長
力

・
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
教
育

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
校
教
育

利
勝
を
一
挙
に
八
千
石
を
加
増
し
一
万
石

2

2

人
に
安
心
・
・
・
安
心
感

の
推
進

の
充
実
。

に
取
り
立
て
て
い
る
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
づ
く
り

・
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

＊
小
・中
学
校
に
お
け
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

そ
し
て
、
利
勝
の
運
命
の
大
転
換
点
と

3

月

日
、
古
河
市
三
和
農
村

・
・
持
続
性

ー
ル
構
想
の
取
り
組
み
を
加
速
化

な
っ
た
の
は
慶
長
十
年
家
康
の
跡
を
継
い

10

4

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
古

＊
市
役
所
へ
の
問
い
合
わ
せ
を
Ａ
Ｉ
に
よ

で
二
代
目
将
軍
に
秀
忠
が
就
任
す
る
事
が

河
市
主
催
の
「
市
長
と
語
ろ
う
ま

・
ま
ち
づ
く
り
の
課
題(

)

る
自
動
回
答
実
用
化
へ
実
証
実
験

決
定
し
た
時
で
あ
る
。

2

1

ち
づ
く
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

少
子
高
齢
化
に
よ
り

年
間
で

・
企
業
立
地
に
よ
る
雇
用
拡
大

利
勝
は
秀
忠
が
幼
少
時
代
か
ら
の
付
家

25

2

1

会
場
に
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め

万

千
人
が
減
少(

推
計)

・
地
域
経
済
の
活
性
化

臣
で
秀
忠
か
ら
厚
い
信
任
を
受
け
て
成
長

5

2

各
行
政
区

人
、
合
計

人
程
の

・
ま
ち
づ
く
り
の
課
題(
)

・

・
地
方
創
生
の
推
進

し
て
き
た
と
い
う
経
歴
の
持
ち
主
で
、
こ

2

50

2

2

3

地
区
住
民
が
参
加
。
市
側
か
ら

地
方
創
生
へ
の
取
組

れ
ら
の
事
か
ら
近
い
将
来
必
ず
幕
閣
の
実

19は
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
、
他

社
会
資
本
の
老
朽
化
へ
の
対
応

か
ね
て
よ
り
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
、

力
者
と
し
て
台
頭
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
見

の
方
々
が
出
席
。
森
田
県
議
会
議

市
役
所
業
務
の
Ａ
Ｉ
化
や
自
動
化

八
俣
小
学
校
に
お
け
る
遠
距
離
通
学
に

し
た
幕
臣
が
多
数
い
た
。

長
、
古
河
市
議
会
議
員
も
オ
ブ
ザ

・
ま
ち
づ
く
り
の
課
題(

)

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

つ
い
て
、
地
域
住
民
の
要
望
を
ふ
ま
え

こ
の
様
な
大
方
の
予
想
を
覆
す
こ
と
無

2

3

1

ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
安
心

・
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

古
河
市
議
会
及
び
教
育
委
員
会
で
は
、

く
堅
実
な
行
動
の
元
に
幕
臣
で
は
最
高
位

2

は
じ
め
に
、
古
河
市
長
か
ら
古

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

・
循
環
型
社
会
の
実
現

現
地
調
査
及
び
小
学
校
へ
の
聞
き
取
り

の
大
老
ま
で
登
り
詰
め
て
い
る
。

3

河
市
の
現
況
や
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

感
染
症
対
策
の
強
化

地
元
住
民
と
の
話
し
合
い
に
入
っ
た
。

利
勝
が
下
総
古
河
城
主
と
し
て
十
六
万

ク
ト
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
説
明

今
回
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
長
左

石
を
領
有
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
徳
川
四

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
参
加
者
か
ら

参
加
者
か
ら
は
自
然
災
害
へ
の
備
え

エ
門
新
田(

十
九
丁
の
児
童
を
含
む)

か

天
王
の
井
伊
家
に
は
及
ば
な
い
が
、
三
河

の
質
問
に
入
り
、
市
長
や
関
係
部

に
つ
い
て
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

・
広
域
交
通
基
盤
の
整
備
促
進

ら
八
俣
小
学
校
へ
の
通
学
で
、

㌔
を

以
来
譜
代
の
名
門
を
誇
る
酒
井
や
榊
原
、

1

3

署
の
責
任
者
か
ら
説
明
が
な
さ
れ

・
生
活
基
盤
の
整
備

超
え
る
距
離
と
、
坂
道
が
児
童
の
通
学

本
多
を
凌
ぐ
家
禄
を
得
た
こ
と
は
、
幕
閣

2

た
。
写
真
下

・
重
点
施
策

・
賑
わ
い
空
間
の
創
出

に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

の
中
で
も
い
か
に
文
武
に
優
れ
て
い
た
か

3

3

本
年

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

つ
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を

古
河
市
に
対
し
市
の
他
地
区
で
実
施
さ

の
証
明
で
あ
ろ
う
。

4

3

第
Ⅱ
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
「
ま

推
進
中
。
成
長
力
、
安
心
感
、
持

れ
て
い
る
通
学
バ
ス
等
の
運
用
を
参
考

そ
し
て
家
康
、
秀
忠
、
家
光
の
三
代
に

ち
に
活
力
！
人
に
安
心
！
魅
力
あ

続
性
を

つ
の
政
策
分
野
ご
と
に

に
八
俣
地
区
へ
の
対
策
実
施
を
強
く
要

渡
っ
て
徳
川
政
権
を
支
え
た
、
利
勝
を
中

7

ふ
れ
る
都
市
づ
く
り
！
」
推
進
に

検
証
、
実
施
中
。

・
自
主
財
源
の
確
保

望
し
て
い
る
。

心
と
し
た
幕
府
の
重
臣
達
が
「
治
政
」
を

1
・
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
づ
く
り

当
日
の
会
合
で
古
河
市
長
及
び
教
育

行
う
時
の
精
神
思
想
の
核
と
し
た
の
は
、

2
・
持
続
的
で
自
立
し
た
行
政
経
営

長
が
説
明
を
行
い
。
早
急
に
実
施
に
向

「
儒
教
」
で
あ
り
儒
教
の
徳
目
は
仁
、
義

3

け
て
調
査
検
討
す
る
こ
と
を
約
束
し
た

礼
、
智
、
信
、
で
あ
り
家
康
は
勿
論
幕
閣

が
、
他
地
区
と
の
整
合
性
も
考
慮
し
な

達
は
ま
ず
は
自
ら
の
人
格
を
磨
く
こ
と
か

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
地
域
住
民
の
ご

ら
始
ま
っ
た
。

新
た
な
産
業
用
地
の
創
出

理
解
も
お
願
い
し
た
い
と
の
回
答
で
あ

＊
仁

他
人
に
対
す
る
思
い
や
り

圏
央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
等
に
お
け
る

っ
た
。

＊
義

正
義
、
平
等
、
公
正
、
清
廉
、

企
業
の
立
地
ニ
ー
ズ
に
着
目

＊
礼

尊
敬
、
礼
儀
、
権
威
に
服
従
す
る

＊
智

善
悪
を
弁
別
す
る
是
非
分
別

製
品
出
荷
額

兆

千
百
億
円
超

＊
信

信
義
、
誠
、
誠
信

1

3

で
神
栖
市
に
次
い
で
県
内

位
に

徳
川
政
権
二
百
六
十
五
年
を
維
持
、
継

2

続
で
き
た
原
点
は
正
に
こ
れ
ら
の
優
れ
た

名
崎
工
業
団
地
・仁
連
工
業
団
地

政
治
力
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

が
出
荷
額
を
押
し
上
げ
る

日
本
人
特
有
の
情
緒
性
と
幕
臣
達
の
精

更
な
る
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め

神
的
な
支
柱
と
な
っ
た
儒
教
を
取
り
入
れ

候
補
地
の
選
定
、
事
業
化
に
向
け
た

た
発
想
力
の
展
開
な
ど
・
・
。

検
討
開
始
。

「
温
故
知
新
」
現
在
、
そ
し
て
未
来
の

積
極
的
な
企
業
誘
致
を
拡
大
・
継
続

政
治
を
司
る
方
々
へ
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
で

す
る
。

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

新
た
な
企
業
進
出
が
既
に
予
定
さ
れ

古
河
市
歴
史
博
物
館

運
営
協
議
会

て
お
り
、
増
加
が
期
待
で
き
る
。
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「ふきの芽」は毎月下旬に八俣小学校区、約2,500世帯に配布されます

ふ き の 芽

ふ
き
の
芽三和町の花、コスモスが八俣地区ではすっかり見ら

れなくなってしまった。そんな中、小立野行政区の荒川
あきさん宅の菜園で見事に咲いているコスモスを発見
した。 10/18写真上 早速カメラに収めた、実に美し
い。しばらく時を忘れて見入ってしまった。キク科コスモ
ス属。メキシコからスペインに渡り、コスモスと名付けら
れた。日本へは明治12年に渡来した。

秋
の
定
番
コ
ス
モ
ス
が

見
当
た
ら
な
い
ぞ
！

2020年 10月 25日

古
河
市
の
「製
造
品
出
荷
額
等
」
は

県
内
市
町
村
で
二
番
目
の
規
模
に
上
昇

市
長
と
語
ろ
う
ま
ち
づ
く
り

健
康
福
祉

市民協働 地域のみんなで古河をつくる！
1.まちに活力 市民協働のまちづくり
2.人に安心 地域コミュニティの活性化
3.魅力あふれる都市

人的資源の発掘と活用
市外人脈の開拓と人材活用

教
育
文
化

産
業
労
働

生
活
環
境

都
市
基
盤

行
財
政

ネ
ク
ス
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

消
防
施
設
の
再
配
置

新
し
い
時
代
の
市
民
サ
ー
ビ
ス

八
俣
小
児
童
の
遠
距
離
通

学
対
策
に
つ
い
て

要
望
事
項

三
和
中
か
ら
南
に
延
び
る
、
県

道

号
線
バ
イ
パ
ス
沿
い
の
歩
道

17
に
防
犯
灯
の
設
置
を
第

地
区

19

住
民
の
総
意
と
し
て
、
古
河
市
に

陳
情
し
て
い
る
が
、
棚
晒
し
状
態

で
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

真
っ
暗
な
夜
道
を
帰
途
に
つ
く

中
学
生
の
安
全
確
保
に
向
け
て
、

早
急
な
対
応
を
求
め
ま
す
。

クリーンアイ



ち
な
み
に
、
こ
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
が

植
え
ら
れ
た

年
前
つ
ま
り
昭
和

年

53

42

頃
と
い
う
と
、
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
女
王

ツ
イ
ッ
ギ
ー
が
来
日
し
ブ
ー
ム
と
な
っ

八
俣
小
ま
つ
り
中
止
の
お
知
ら
せ

秋
の
訪
れ
と
共
に
キ
ン

に
植
え
て
お
い
た
と
い
う
。

た
。
映
画
で
は
「
黒
部
の
太
陽
」
「
夕

令
和

年

月

日(

土)

に
予
定
さ

2

10

31

モ
ク
セ
イ
が
あ
ら
ら
こ
ち

毎
年
手
入
れ
は
欠
か
さ
な
い

陽
の
ガ
ン
マ
ン
」
。
歌
謡
曲
で
は
、
ひ

れ
て
い
た
「
八
俣
小
ま
つ
り
」
に
つ
い

ら
で
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ

が
、
私
の
半
生
は
こ
の
木
と
共

ば
り
さ
ん
の
「
真
赤
な
太
陽
」
や
「
帰

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

て
い
る
。

に
成
長
し
て
き
た
と
い
う
。

っ
て
き
た
、
ヨ
ッ
パ
ラ
イ
」
な
ど
が
流

現
在
の
状
況
を
考
慮
し
、
検
討
を
重
ね

長
左
ェ
門
の
三
和
食
鶏

昭
和

年
に
㈲
三
和
食
鶏
を

行
し
て
い
た
。
テ
レ
ビ
の
カ
ラ
ー
放
送

た
結
果
、
本
年
度
は
中
止
す
る
こ
と
に

48

さ
ん
に
デ
ッ
カ
イ
キ
ン
モ

設
立
し
、
そ
の
後(

株)

三
和
食

が
開
始
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。

な
り
ま
し
た
。

ク
セ
イ
が
あ
る
と
聞
き
、

品
、(

株)

三
和
食
鶏
、
三
和
フ

和
名
の
由
来
は
、
こ
の
樹
皮
が
サ
イ

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
大

駆
け
つ
け
て
み
た
。

ァ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
次
々

（
犀
）
の
足
に
似
て
い
る
た
め
中
国
で

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

イ
ヤ
イ
ヤ
見
て
ビ
ッ
ク

設
立
し
事
業
を
拡
大
。

「
木
犀
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

何
卒
ご
了
承
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ

リ
。
綺
麗
に
剪
定
さ
れ
た

今
や
茨
城
県
で
も
有
数
の
企

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
木
に
オ
レ
ン
ジ
の
花
が

業
に
成
長
し
た
。
今
は
現
役
を

咲
き
こ
ぼ
れ
て
い
た
。

引
退
し
二
代
目
に
引
き
継
い
だ

令
和

年

月

日

2

10

5

早
速
、
社
長
の
倉
持
栄

と
い
う
倉
持
さ
ん
。
し
か
し
な

さ
ん
に
話
を
聞
い
て
み
た

が
ら
、
言
葉
の
端
々
に
は
ま
だ

古
河
市
立
八
俣
小
学
校
長

沼
田
傳

今
か
ら

年
前
、
今
の
仕

ま
だ
事
業
を
拡
大
す
る
意
欲
が

同

Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長

並
木
淳
一

53

事
を
始
め
る
チ
ョ
ッ
ト
前

滲
ん
で
い
る
。
幹
回
り
を
測
っ

に

千
円
で
苗
を
買
い
求

た
ら

㍍

㌢
程
に
成
長
し
て

5

1

50

め
、
自
宅
の
庭
に
植
え
た

い
る
キ
ン
モ
ク
セ
イ
。
三
和
食

も
の
だ
と
い
う
。
そ
の
後

鶏
と
共
に
ど
こ
ま
で
成
長
す
る

工
場
の
拡
張
の
た
め
自
宅

の
か
計
り
知
れ
な
い
可
能
性
を

を
移
転
し
た
が
キ
ン
モ
ク

秘
め
て
来
年
も
再
来
年
も
咲
き

セ
イ
は
そ
の
ま
ま
の
場
所

続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

え
た
胸
像
建
立
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

市
長
か
ら
の
お
知
ら
せ

当
日
は
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
と
あ
っ
て

月

日

10

21

関
係
役
員
の
み
の
参
加
で
執
り
行
わ
れ

た
。
参
加
者
か
ら
は
、
偉
大
な
創
始
者

古
河
市
内
在
住
の

歳
代
男
性
が

10

の
業
績
や
思
い
出
話
が
多
く
語
ら
れ

県
でPCR

検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

月

日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

改
め
て
敬
愛
と
思
慕
の
念
が
湧
き
上
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

10

2

み
ど
り
の
里
で
平
成

年

月
に
亡
く

っ
た
。
尚
、
胸
像
は
以
前
、
長
左
エ
門

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
本
日
茨
城

31

1

な
ら
れ
た
初
代
み
つ
な
み
会
グ
ル
ー
プ

新
田
に
工
房
を
構
え
て
い
た
彫
刻
家
の

県
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
に

理
事
長
、
故
、
並
木
寛
氏
の
功
績
を
讃

籠
瀬
露
風
先
生
に
よ
り
制
作
さ
れ
た
。

よ
り
ま
す
と
、

月

日
に
県
か
ら

10

18

写
真
上

除
幕
式
の
様
子

公
表
の
あ
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

並
木
寛
氏
の
履
歴

ス
感
染
症
患
者
の
濃
厚
接
触
者
と
の

昭
和

年

月
八
俣
村
東
山
田
で
出
生

こ
と
で
す
。(

市
内

人
目
と
な
り

18

10

48

結
城
第
一
高
等
学
校
卒
業
後
、
農
業
、

ま
す
。)

不
動
産
業
を
経
営
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
感
染
リ

昭
和

年
三
和
町
議
会
議
員
に
初
当
選

ス
ク
拡
大
防
止
の
た
め
に
、
引
き
続

59

平
成

年
医
療
法
人
三
和
み
つ
な
み
会

き
国
、
県
、
市
が
発
信
す
る
新
型
コ

2

三
和
記
念
病
院
を
開
設
し
会
長
に
就
任

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
正
確
な
情

平
成

年
埼
玉
県
宮
代
町
に
特
老
「
み

報
に
基
づ
く
冷
静
な
対
応
を
お
願
い

5

ど
り
の
森
」
を
開
設
。
平
成

年
特
老

た
し
ま
す
。

8

「
み
ど
り
の
里
」
を
三
和
町
に
開
設
。

ま
た
、
感
染
者
及
び
濃
厚
接
触
者

平
成

年
三
和
町
尾
﨑
に
デ
イ
サ
ー
ビ

な
ど
に
対
し
、
人
権
へ
の
配
慮
と
個

17

ス
セ
ン
タ
ー
「
み
ど
り
の
丘
」
同

年

人
情
報
保
護
へ
の
ご
理
解
を
強
く
お

19

結
城
市
に
「
き
ぬ
の
郷
」
同

年
宮
代

願
い
い
た
し
ま
す
。

21

町
に
「
ふ
る
と
ね
の
郷
」
を
開
設
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き

期
に
わ
た
る
議
員
活
動
で
合
併
時
の

続
き
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
、
国
や

8新
古
河
市
初
代
議
長
を
務
め
る
。

県
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強
め
る
と
と

平
成

年

月
天
皇
陛
下
よ
り
旭
日
双

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
適
切
な

31

1

光
章
の
勲
章
を
賜
る
。

情
報
提
供
と
感
染
症
予
防
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

古
河
市
長

針
谷

力

第 284号

広告の掲載申し込及びお問い合わせは、ふきの芽会事務局員へ

ふ き の 芽2020年10月25日

地
域
情
報

五
十
三
年
間
、
会
社
の
発
展
を

見
つ
め
続
け
て
き
た
キ
ン
モ
ク
セ
イ

中国南部原産で日本へは江戸
時代に渡来した。10月6日撮影

** ひばりくん防犯メール **

《警察官を名乗るアポ電に注意！！》
◆古河市内の多数のお宅に古河警察署の警察官を名乗る男から

・犯人を捕まえたらあなたのキャッシュカードがあった

・以前に落とし物をしていませんか

などとニセ電話詐欺のアポ電がかかってきています。

◆犯人は警察官になりすまし、みなさんの個人情報やお金を奪おうとしていますので、

十分注意してください。

◆男性だけでなく、女性の受け子が増えています。

犯人と直接話をしないよう、留守番電話を活用しましょう。

怪しい電話やメールが来た際には、警察へ相談してください。

《ガス点検業者を装った不審者に注意！！》
◆古河市内でガスの点検業者を名乗る男に、現金を請求される事案が発生しました。

◆業者を名乗る者は、

年齢 ４０歳くらい

上衣 白色長袖シャツ

下衣 白色ズボン

の男で、「書類を車から取ってくる」と言って、立ち去りました。

◆怪しい業者が自宅に訪れたり，不審者を見かけた際には、

古河警察署 ０２８０－３０－０１１０ までご連絡ください

皆
が
幸
せ
で
な
い
と
な
！

い
つ
ま
で
も
見
守
っ
て

下
さ
い
ネ
。
み
つ
な
み
会

初
代
理
事
長
胸
像
建
立
除
幕
式

自助、共助、公助

い
き
い
き

活
粋
や
ま
た


